
村上 郁弥さん（37歳）
本荘地域　石脇

むらかみ ふみ や

編
集
後
記

　
近
年
、
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
農
業
現
場
に
か
つ
て
な
い
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
担
い
手
の
減
少
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
、
生
産
基
盤
の
弱
体
化
、
ま
た
、

春
先
以
来
の
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど
に
よ

る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
私
た

ち
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、

関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
、
経
営
基
盤
の
強

化
と
持
続
可
能
な
地
域
農
業
を
構
築
し
て
い
く

た
め
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
新
年
号
（
第

33
号
）
の
発
行
に
あ
た
り
、
ご
多
忙
の
中
、
ご

寄
稿
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
御
礼
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
委
員
　
小
松
　
健
）
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耕作放棄地となった実家（矢島）の水田を耕作放棄地となった実家（矢島）の水田を

畑地とし畑地としさつまいもを栽培しているさつまいもを栽培している

村上さんからお話を伺いました。村上さんからお話を伺いました。

◇
農
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は

　
全
国
的
に
さ
つ
ま
い
も
の
需
要
が

高
い
こ
と
を
知
り
、試
験
的
に
栽
培
。

産
地
と
比
べ
て
遜
色
な
い
食
味
だ
と

感
じ
、
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
70
㌃
の
面
積
で
「
べ
に

は
る
か
」「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

◇
苦
労
し
て
い
る
点
や
工
夫
し
て
い

る
点
は

　
水
田
を
活
用
し
て
い
る
た
め
排
水

性
が
悪
く
、
長
雨
が
続
く
と
病
気

の
発
生
に
つ
な
が
り
や
す
い
。
微
生

物
資
材
に
よ
る
土
壌
改
良
の
ほ
か
、

ビ
ー
ル
酵
母
細
胞
壁
や
二
価
鉄
を
葉

面
に
散
布
。
病
気
へ
の
抵
抗
性
を
上

げ
、
相
乗
効
果
と
し
て
農
薬
や
肥
料

の
使
用
削
減
に
も
つ
な
げ
、
栽
培
環

境
の
最
適
化
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

◇
励
み
に
な
っ
た
こ
と
は

　
お
客
様
か
ら
『
一
度
食
べ
た
ら
他

の
さ
つ
ま
い
も
は
食
べ
ら
れ
な
い
』

『
今
ま
で
食
べ
た
さ
つ
ま
い
も
の
中

で
一
番
お
い
し
い
』
と
言
わ
れ
た
こ

と
。

　
２
０
２
２
年
度
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ

サ
ミ
ッ
ト
で
「
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
」

が
金
賞
を
受
賞
し
、
プ
ロ
の
方
に
評

価
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
。

◇
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
の
あ
り

方
を
考
え
つ
つ
、
魅
力
あ
る
農
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。
海
外
輸
出
を

視
野
に
入
れ
、
県
内
で
の
生
産
体
制

の
構
築
に
取
り
組
み
、
10
年
以
内
に

さ
つ
ま
い
も
取
扱
量
４
０
０
㌧
を
目

指
し
た
い
。

︵
文   

村
上  

郁
弥
さ
ん   

担
当   

畑
山  

留
美
子
︶

▲▲さつまいも栽培のほか芋ほり体験受け入れもさつまいも栽培のほか芋ほり体験受け入れも
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農業委員会組織が
発行する農業に関する
総合専門誌です

https://www.nca.or.jp/shinbun/
◆発行所／全国農業会議所
◆発　行／月４回金曜日発行
◆購読料／月700円　年8,400円（税込）
購読申込みは農業委員会事務局まで

年間60日以上農業に従事している、国民年金の第１号被保険者（保険料免除者を
除く。）で20歳以上60歳未満の方、または60歳以上65歳未満の国民年金任意加入
者が加入できます。
◇ 一定の要件を満たす方には、月額最大１万円の保険料の国庫補助があります。
◇ 保険料は全額社会保険料控除の対象となります。
農業者年金についてのご相談はお近くのＪＡまたは農業委員会にお問い合わせください。 
農業者年金ホームページの「年金シミュレーター」は簡単な入力でご自分の年金額が試算
できます。 https://www.nounen.go.jp

◇ 農業者年金は農業者の方が加入できる「終身年金」です。
　 80歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金があります。

農業者年金に加入しませんか？

農
業
委
員
会
の
活
動
日
記
か
ら

【
会
長
】

佐　
藤　
系　
悦
（
矢　
島
）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

冨　
樫　
公　
一
（
本　
荘
）

【農
業
委
員
】

　
　
※
議
席
番
号
順

齋　
藤　
　
　
誠
（
西　
目
）

畑　
山　
留
美
子
（
矢　
島
）

佐　
藤　
喜　
勝
（
岩　
城
）

岡　
部　
五
一
郎
（
本　
荘
）

佐
々
木　
　
　
亨
（
大　
内
）

小　
野　
晃　
一
（
東
由
利
）

大　
瀧　
浪　
雄
（
本　
荘
）

小　
松　
　
　
健
（
東
由
利
）

小　
松　
幸　
夫
（
大　
内
）

佐　
藤　
　
　
順
（
由　
利
）

佐　
藤　
　
　
崇
（
鳥　
海
）

佐
々
木　
純　
一
（
本　
荘
）

佐
々
木　
知　
榮
（
矢　
島
）

加　
藤　
三　
敏
（
大　
内
）

伊　
藤　
直　
子
（
大　
内
）

菅　
原　
文　
克
（
本　
荘
）

佐　
藤　
秀　
孝
（
鳥　
海
）

佐　
藤　
源　
樹
（
鳥　
海
）

庄　
司　
和　
夫
（
由　
利
）

伊　
藤　
　
　
剛
（
由　
利
）

吉　
尾　
麻　
美
（
岩　
城
）

【農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

　
　
　
※
地
域
毎
五
十
音
順

板　
垣　
利　
明
（
本　
荘
）

伊　
藤　
一　
正
（
本　
荘
）

金　
　
　
清　
二
（
本　
荘
）

大　
門　
　
　
護
（
本　
荘
）

本　
間　
　
　
初
（
本　
荘
）

佐　
藤　
榮　
一
（
矢　
島
）

豊　
島　
靖　
喜
（
矢　
島
）

佐
々
木　
克　
已
（
岩　
城
）

髙　
橋　
辰　
美
（
岩　
城
）

五
十
嵐　
幸　
司
（
由　
利
）

佐　
藤　
和　
彦
（
由　
利
）

庄　
司　
昭　
一
（
由　
利
）

佐
々
木　
髙　
志
（
大　
内
）

成　
田　
敬　
一
（
大　
内
）

畠　
山　
　
　
実
（
大　
内
）

三　
浦　
幸　
夫
（
大　
内
）

遠　
藤　
良　
夫
（
東
由
利
）

古　
関　
幸　
子
（
東
由
利
）

齋　
藤　
　
　
衛
（
西　
目
）

三　
浦　
善　
信
（
西　
目
）

赤　
川　
　
　
隆
（
鳥　
海
）

三　
舩　
勘　
一
（
鳥　
海
）

村　
上　
　
　
保
（
鳥　
海
）

　
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
本
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
作
況
指
数
95
の
「
や
や
不
良
」
と
な
り
、
５
年
ぶ
り
の
収
量
低
下
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
環

境
と
は
い
え
大
き
く
天
候
に
左
右
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　
ま
た
、
待
望
の
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
が
市
場
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
な
ど
喜
ば
し
い
話
題
が
あ
っ
た
一

方
で
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
遊
休
農
地
の
増
加
、
さ
ら
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
消
費
減
少
や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
ま
た
円
安
の
影
響
に
よ
る
肥
料
・

飼
料
、
燃
料
費
等
の
高
騰
が
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
農
業
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
経
営
継
続
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
情
勢
に

応
じ
た
柔
軟
な
支
援
策
や
生
産
資
材
高
騰
に
対
し
て
価
格
転
嫁
出
来
る
政
策
を
国
・
県
に
働
き
か
け
る
こ

と
、ま
た
、「
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、集
約
化
の
推
進
」「
新
た
な
担
い
手
の
確
保
育
成
の
た
め
の
施
策
」「
遊

休
農
地
を
防
ぐ
た
め
の
中
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
」
な
ど
、
農
業
全
般
に
対
す
る
政
策
支
援
提
案
を
市
や

市
議
会
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
認
可
や
遊
休
農
地
対
策
と

と
も
に
「
今
使
わ
れ
て
い
る
農
地
を
使
え
る
う
ち
に
使
え
る
人
に
引
き
継
い
で
い
く
」
た
め
の
活
動
を
引

き
続
き
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
は
災
害
も
な
い
良
い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
主
な
活
動
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　農業委員会現場研修として、雄和の農事組合
法人平沢ファームにて、集出荷施設現場視察が
行われました。農業を取り巻く様々な課題から
農業委員会、農業委員としてできることは何か
…、各委員は代表者の説明を真剣に聞き入って
いました。

　第145回秋田県種苗交換会の開催と同時に、
大曲市民会館大ホールにて秋田県農業委員会大
会が行われました。当日は農業委員、推進委員
24人が出席し、大会宣言後、会場の関係者一同
で「がんばろう」三唱。組織が果たすべき使命
と役割を再確認し合いました。

農業委員会現場研修会（秋田市）8/9

秋田県農業委員会大会（大仙市） 11/1

▲がんばろう三唱の声が会場に響き渡った

▲平沢ファームでの現場研修から▲平沢ファームでの現場研修から

▲料理実習に取り組んだ委員▲料理実習に取り組んだ委員

　農業委員会の喫緊課題「農地集積・集約化」、
「担い手の確保育成・経営対策」などを盛り
込み、農業委員会全員協議会において決議し
た意見提案書を、会長と各委員会の委員長が
代表し湊市長及び伊藤市議会議長へ提出いた
しました。

　農業委員への女性登用促進に関する意見交換
会が実施され、女性委員３人が参加、令和５年
の委員改選における女性登用の課題と現状につ
いて話し合いました。また、地産地消に向けた
取り組みとして「どぶろくじゅんさい鍋」の料
理実習が行われました。

農地等利用最適化推進施策に関する

意見提案書提出（市長及び議長）10/24

秋田県農業委員会女性協議会地区研修会

・意見交換会（秋田市・遊学舎）  11/7

▲湊市長へ意見提案書を提出した▲湊市長へ意見提案書を提出した

由
利
本
荘
市
農
業
委
員
会

佐 

藤  

系 

悦

会
　
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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伊
い

藤
とう

直
なお

子
こ

委員（大内）

畑
はたやま

山留
る み こ

美子委員（矢島）

　　事務局　本日はお集まりいただ
きありがとうございます。まずは委員
としてどんな活動をしているのか、お
話ください。
　  吉尾　自宅で農業をしながら、

周りの圃場の様子をみたり、あとは
いろいろな人の話を聞いたりしていま
す。
　  古関　農地の事で、ちょっとした

話から情報収集したり、不明な点は
事務局に相談したりして、なるべく
解決できる様な活動をしています。
　  伊藤　私は皆さんと違い、非農

家の中立委員なので、活動の中でい
ろいろ学びながら委員の活動、農業

ろいろな事を教えて頂いたり、現地
作況調査は、農家の方たちの日々の
頑張りを見学させてもらい、とても勉
強になりましたね。
　  吉尾　委員のみなさんと視察に

行ったりしていろいろな勉強をするこ
とができました。それから農業委員
会だよりをみて、面白かったと言って
もらえた時はとてもうれしかったです。
　  畑山　農業委員会の取り組みで、

農業者へのアンケート配布と回収が
ありました。冬季の活動だったため、
住所を見て家の確認、配布の時も吹
雪だったり、つらい思い出です。あと
は吉尾さんと同じく広報委員会の活
動で、掲載記事について感謝されたこ
とですね。

（注・畑山委員、伊藤委員、吉尾委
員は広報委員としても活動。）
　　 事務局　女性委員として活動す
る上で、思う事はありましたか。
　  伊藤　行政

機関に直接相談
に出向くより、相
談者の垣根が低
いように思いま
す。 地目変 更の
お願いなどの時、
ソフトに対応 で
きるのではない
でしょうか。

の現状などを周りの方に理解していた
だけるよう努めています。地域の農産
物の積極的な選択など、食育、地産
地消など具体的な行動の推進のため、
他の会議などで機会があるごとに話す
ように心がけています。
　  畑山　私も私生活では全く農業

とは関わりがありません。仕事上、農
地の移動や、日本型直接支払事業の
作業日報を目にするので、農家の方々
の仕事の困り事や、世間話のような
会話を聞くことがあります。他の委員
への情報提供や事務局との仲介役に
は慣れているのかな、と思うことはあ
ります。他は、毎年農地パトロール、
農業者年金加入促進活動などです。
　　 事務局　委員になって印象深い
事は何でしたか。例えばうれしかった
事、つらかった事など。
　  伊藤　農地パトロールなどで圃

場を巡回し、担い手がおらず荒廃し
ていく圃場が思っていた以上に多いこ
とに衝撃を受けています。あとは経
験不足の委員ですが、農地転用、水
害被害の圃場の助成金の相談などを
受けることがあり、それを行政機関に
つなげる橋渡しができました。

　  古関　他地区の委員の方からい

　  吉尾　女性だからということでは
ないでしょうが、周りの委員さんが優
しくいろいろ話しかけてくれたり、教
えてくれたりしてもらえたのが心強
かったです。
　  古関　そういえば、疑問があっ

て先輩委員たちに質問すると、男性
だから、女性だからという隔たりもな
く、わかりやすく教えて頂けてありが
たかったです。委員は農業のプロだな、
と感じました。

　　 事務局　これからの委員のある
べき姿をどう思いますか。
　  畑山　委員は、やはり地元の農

業者、営農状況などを知っていない
と難しい仕事だと思いますね。一回、
二回話しただけで仲良くなるのはな
かなか難しいと思いますので、それが
課題かと…。
　  古関　そうですね。あと周りの

人たちが委員の事をあまり知らない事
も思いの外多いです。堅苦しい印象
が強いのかな…。もっと分かりやすく、
親しみやすい感じで活動していけたら
と思います。
　  伊藤　確かにもっと委員の活動、

農業の現状を非農家の方に知ってい
ただけたらいいですね。
　  吉尾　あとは…、若い人が全然

いないのでもっと若い人たちに農業
はこんなに楽しいと思ってもらえるよ
うなアピール、農業をやってみたい人
へのいろいろな補助制度などをしっ

かり伝えたいですね。
　  伊藤　同感です。若い人、特に

子どもたちが農業に関心を持ってもら
えるアピールをしていきたいです。
　　 事務局　令和５年の農業委員会
改選に伴い、委員をやりたい方へ先
輩としてメッセージを。
　  吉尾　今回、初めての委員活動

で不安だらけでしたが、先輩委員、
事務局の人たちが優しく丁寧に教えて
くれて、無事に仕事ができました。
やってみたい方は安心してチャレンジ
してみてください !
　  古関　私も同じです。最初は分

からない事だらけでしたが、知識は
委員さんや事務局から聞いたり、農家
の話に耳をかたむけて、少しずつ理解
していければ良いと思います。

　  畑山　特に、農家の皆様は、自
分たちの可能性を追求するために、
また、よりよい農業を実現するため
に、ぜひ委員に挑戦してほしいです。
他の地区の農業者と情報交換したり、
交流したりする機会もあるし、最新の
情報を知ることなどで得られることは
たくさんあると思います。非農業者と
しても、由利本荘市の農産物につい
てよく理解できるし、農作物を見る目
が違ってくるような気がします。

　  伊藤　委員は男性のイメージが
強く、女性にはハードルが高いように
思えますが、私のような中立委員で
農業に携わっていなくてもどうにか務
まっています。ましてや農業者は現場
が分かっているだけに多角的にいろ
いろな提言ができるのではないでしょ
うか。地域で奮闘している女性農業
者、農業関連分野で活躍している女
性の方は大勢いらっしゃいます。その
方々に臆せず委員になっていただきた

いです。ぜひとも女性ならでの目線で
農業委員会の活動を地域の女性農業
者に周知する取り組みをしていただ
きたいです。

　　 事務局　本日はありがとうござ
いました。任期はあと半年ほどです
が、３年間に及ぶ活動の集大成に期
待します。

　任期満了による令和５年農業委
員・推進委員改選スケジュールに
ついては、ホームページ、広報ゆ
りほんじょうなどでお知らせいた
します。「委員として活動したい」

「農地を次世代につなげるために
頑張りたい」など、農地利用に前向
きな姿勢をお持ちの方は、ぜひと
も挑戦してみませんか。日々の活動が勉強であり、

喜びの元に

若者が農業に関心を持てる
活動ができたら

可能性追求のため、農家の皆
さんも委員に挑戦を！

女性ならではの目線による
取り組みに期待したい

　本年８月、農業委員会委員改選が３年ぶりに行われます。現在、農業委員会での
農業委員、農地利用最適化推進委員（以下委員）の女性数は４人という現状です。
　このたび、改選を目前に、女性委員の皆さんから日頃感じている率直な意見をいた
だきました。意見を再構成し、その一部をご紹介いたします。

古
こ

関
せき

幸
ゆき

子
こ

推進委員（東由利）

吉
よし

尾
お

麻
ま み

美委員（岩城）
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農
政
転
換
へ
の
挑
戦

持続可能な農業
　目指して

美しい田園風景を
　  後世に

農業にチャレンジ !
齋齋
さいとうさいとう

藤藤　　礼礼
のりやすのりやす

靖靖      さんさん
本荘地域 薬師堂（36歳）本荘地域 薬師堂（36歳）

   
「
農
業
は
毎
年
一
年
生
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
年
の
天
候
に

よ
っ
て
様
々
な
顔
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
酷
暑
に
な
れ
ば
、
見
た
こ

と
も
な
い
雑
草
が
生
え
て
き
た
り
、

気
温
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
稲
の
生

育
が
遅
く
な
っ
た
り
な
ど
、
そ
の

た
び
に
地
域
の
農
家
さ
ん
や
Ｊ
Ａ

職
員
の
方
々
と
情
報
を
交
換
し
、

対
策
を
講
じ
る
の
で
す
が
、
う
ま

く
い
く
こ
と
だ
け
で
な
く
、
失
敗

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
物
を

出
荷
し
、「
今
年
も
お
い
し
く
い
た

　
わ
が
家
は
代
々
、
農
業
と
神
主
を

生
業
と
し
て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
は

漠
然
と
家
を
継
ぐ
の
か
な
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
大
学
を
卒
業
し
て

か
ら
、
農
繁
期
は
田
ん
ぼ
に
赴
き
土

と
遊
び
、農
閑
期
は
神
主
と
し
て「
二

足
の
わ
ら
じ
」
を
履
い
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
関
し
て
は
手
伝
い
程
度
し

か
経
験
が
な
く
素
人
同
然
で
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
も
、
父
や
近
所
の
諸

先
輩
方
と
、と
り
と
め
の
な
い
話
や
、

農
業
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
な

が
ら
日
々
い
そ
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
西
目
で
生

ま
れ
、
農
業
を
始
め
て
か
ら
ず
い
ぶ

ん
経
ち
ま
し
た
。

　
水
稲
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
始
め
、

減
反
政
策
が
開
始
と
な
っ
た
た
め
、

水
田
以
外
で
の
挑
戦
と
し
て
、
り
ん

ご
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

時
代
の
流
れ
で
離
農
し
た
農
家
さ
ん

か
ら
農
地
を
引
き
受
け
、現
在
で
は
、

水
稲
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
豆
、
蕎
麦
の

作
付
面
積
が
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
拡
大

し
、
法
人
格
を
持
た
な
い
個
人
農
家

と
し
て
は
そ
こ
そ
こ
大
き
く
な
っ
た

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

立
ち
止
ま
ら
ず
、
更
な
る
大
規
模
化

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
規
模
化
＝
生
産
性
の
向

上
と
信
じ
、
大
型
機
械
の
導
入
、
自

動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
省
力
化
、
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー

で
の
大
面
積
の
均
平
作
業
な
ど
い
ろ

い
ろ
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
き
て
手
詰
ま
り
を
感
じ
て
い
ま

だ
き
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
る
と
一

年
の
苦
労
全
て
が
報
わ
れ
た
様
に

感
じ
、
来
年
は
も
っ
と
良
い
物
を
、

と
新
た
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
神
社
神
道
に
お
い
て
は
、「
斎ゆ

庭に
わ

稲い
な

穂ほ

の
神し

ん

勅ち
ょ
く」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
、
古
来
よ
り
日
本
人
と
稲
作
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま

し
た
。
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
美
し
い
田
園
風
景
を
後
世
に
残
す

た
め
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 （
文   

齋
藤  

礼
靖
さ
ん   
担
当   
佐
々
木  

純
一
）　

す
。
離
農
さ
れ
る
農
家
さ
ん
か
ら
受

け
継
い
だ
農
地
の
点
在
化
・
モ
ザ
イ

ク
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
作
業
効

率
の
面
で
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
大
規
模
農
業
農
家

共
通
の
課
題
で
す
。
土
地
の
集
約
化

が
あ
っ
て
、
初
め
て
持
続
可
能
な
魅

力
あ
る
農
業
が
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
行
政
、
農
協
、
や
る
気

の
あ
る
農
家
を
巻
き
込
み
、「
農
業

や
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
え
る
環
境

を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　（

文   

会
津  

勲
さ
ん
　
担
当   

齋
藤  

衛
）

会会
あいあい

津津
づづ

　　勲勲
いさおいさお

      さんさん
西目地域 中沢（55歳）西目地域 中沢（55歳）

例
え
ば
、こ
ん
な
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
昔
か
ら
口
約
束
で
知
人
な
ど
に
貸
し
て

　
（
借
り
て
）
い
る
。

・
手
続
き
が
面
倒
く
さ
い
か
ら
、
ヤ
ミ
で

　
貸
し
て
（
借
り
て
）
い
る
。

放
置
す
る
と
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
原
因
に

繋
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
…

・
農
地
を
返
し
て
欲
し
い
の
に

　
返
し
て
く
れ
な
い
。

・
離
作
料
を
請
求
さ
れ
る
。

・
長
年
耕
作
し
て
い
る
農
地
を
、

　
急
に
返
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
開
始
す

る
際
に
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業

の
手
続
き
の
相
談
（
利
用
権
設
定
）
を
農
業

委
員
会
、
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
庶
務
班

で
お
願
い
し
ま
す
。（
電
話
番
号
等
は
最
終

ペ
ー
ジ
）

　
な
お
契
約
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
出
し
手

農
家
へ
確
実
に
農
地
が
返
還
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
相
談
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

農
地
の
貸
し
借
り
の
前
に

農
地
の
貸
し
借
り
の
前
に

　
　
　

　
　
　
ち
ょ
っ
と
一
考
を

ち
ょ
っ
と
一
考
を
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